
紹

介

囎
屡
6
∩
鋤
き
σ
は
α
σ
q
o
窯
。
（
扁
囲
9
、
9
・
［
麟
馨
。
蔓

＜
o
置
く
H
H
U
o
o
剛
営
①
9
鎮
鎖
）
…
お
節
義
二
男
3
・
9
⊃
o
｝
、
曾

　
本
巻
　
μ
箭
巻
く
葦
。
受
。
＝
げ
。
り
壱
ρ
建
の
後
な
う
け
て
昨
年
講
版
さ

れ
六
。
校
正
中
逝
去
し
雲
O
・
カ
・
臼
舞
寒
冷
為
始
め
、
ρ
甫
・
津
9

§
争
○
簿
。
コ
氏
及
び
N
・
累
・
切
δ
○
冨
氏
の
編
輯
に
な
っ
て
を
り
、
大
吉
十

四
世
紀
な
中
心
と
し
、
ご
十
六
章
な
二
十
二
人
の
著
名
の
學
者
に
よ
っ
て

分
櫓
ざ
れ
て
み
る
。
今
試
み
に
内
容
及
び
著
者
な
塞
げ
て
見
ろ
と
、
巷
頭

の
序
文
ぽ
三
三
葺
争
9
π
・
5
域
が
書
き
、
第
…
i
二
章
に
伊
太
利
で
あ
っ

て
、
原
稿
完
成
後
逝
去
ぜ
る
故
島
墓
ぎ
薦
氏
の
「
ダ
ン
テ
曄
代
の
研
太

利
し
と
ミ
ラ
ン
大
學
敏
授
9
鴇
。
手
蔓
の
「
伊
太
利
、
一
三
～
三
一
｝
四

一
四
し
が
あ
ろ
Q
前
者
ほ
英
闘
に
於
け
る
こ
の
暗
代
の
硯
究
者
申
最
も
聞

え
、
後
者
価
す
で
に
こ
の
時
代
の
職
事
吏
に
聴
し
て
種
々
の
名
著
た
指
し

て
み
る
入
で
あ
ろ
。
第
三
i
五
章
ば
濁
逸
で
あ
っ
て
、
壁
。
簿
氏
ぽ
「
猫

足
、
｝
二
七
三
i
；
＝
三
」
の
前
雫
た
軸
筆
し
六
が
中
途
逝
去
の
罷
め

モ
ン
ト
リ
ナ
ー
〃
の
冒
。
〇
三
大
立
教
授
タ
M
磐
讐
氏
が
引
綾
い
て
後

孚
及
び
「
ル
イ
、
ザ
、
バ
バ
η
ア
ン
」
、
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
四
焼
」
の
二
章
を
執

筆
し
て
み
ろ
，
教
授
ぽ
猫
夢
中
澱
末
期
政
沿
曳
の
勤
向
か
策
方
獲
展
な
転

調
と
し
て
理
解
し
て
み
ろ
様
で
あ
り
、
ル
イ
に
封
し
て
は
深
き
理
解
な
持

っ
て
る
る
が
　
チ
ヤ
f
ル
ス
に
關
で
ろ
記
蓮
ほ
幾
分
皮
畑
田
柵
で
あ
み
と
評
さ

紹

介

れ
て
る
ろ
。
（
笙
鈴
く
費
）
第
六
章
に
プ
ラ
ー
グ
大
學
教
授
に
し
て
チ
ェ

ツ
’
コ
ス
ロ
バ
ふ
ず
ヤ
外
務
次
官
六
’
か
諸
璽
O
簿
9
氏
の
ノ
「
山
i
悶
凹
轟
陛
紀
の
瀞
ヘ
ミ

や
し
で
あ
り
、
第
七
章
ほ
ヂ
エ
ネ
ブ
ァ
大
副
潔
契
ヲ
敷
授
の
「
中
世
に
於

け
る
ス
イ
ス
聯
郭
伴
し
第
八
臨
畢
艮
ロ
ン
ド
ン
大
量
丁
の
　
一
〇
〇
ε
「
⑦
脱
で
あ
っ
占
バ

宅
Φ
ぎ
巽
氏
の
「
ハ
ン
ザ
」
、
第
九
章
b
ゴ
。
望
、
亀
教
授
「
8
Φ
暮
〇
三
6
0
a
Φ
こ

と
綾
き
、
第
十
章
ぼ
既
に
以
前
h
（
い
＄
冨
聴
ω
籍
噂
掛
ぐ
．
鮮
q
き
『
り
を
萬
し
．
天

み
ろ
ス
｝
ラ
ス
プ
ル
グ
大
｛
學
教
授
鍔
。
二
象
氏
の
「
ア
ビ
エ
オ
ン
の
法
［
皇
｝

と
大
シ
ス
マ
」
で
あ
ろ
、
藪
授
ほ
け
だ
し
現
今
こ
の
方
面
に
於
け
る
第
一
人

者
で
あ
っ
て
、
本
章
に
於
て
に
法
畠
廷
の
．
、
8
ぎ
○
く
牢
。
o
簿
巨
望
〔
　
§

碧
ロ
。
〈
。
門
み
ぎ
ぴ
。
同
上
○
＝
、
、
黎
明
に
し
、
こ
の
噂
代
の
法
王
廷
の
俗
機
擬
張

に
つ
い
て
逃
べ
て
る
る
。
第
十
マ
i
十
三
章
に
芝
蘭
西
で
あ
っ
て
、
「
最
後

の
カ
ペ
書
朝
」
を
ロ
ン
ド
ン
大
愚
教
授
｝
9
赫
3
コ
O
女
史
が
、
百
年
㎜
戦
寧
時

代
准
リ
ヨ
ン
大
筆
名
響
教
授
6
0
く
売
¢
氏
が
そ
れ
ぐ
執
筆
し
て
み
る
O

第
＋
四
一
十
七
章
ま
で
は
奨
薦
に
瀾
慰
し
、
「
エ
ド
ワ
ー
ド
｝
世
と
エ
ド
ン

ー
ド
ニ
没
」
を
H
§
岩
器
品
更
、
「
エ
ド
y
ー
ド
三
世
と
リ
チ
ャ
ー
ド
ニ

世
」
及
び
「
ウ
ノ
，
〃
η
ツ
フ
」
准
ケ
ム
プ
弓
ソ
ヂ
の
暁
①
隣
。
斐
嵐
ハ
三
鐸
ぎ
α
肴
琉
が

各
々
搬
蔑
し
て
み
る
O
『
9
海
O
コ
O
女
史
に
蓼
？
巷
§
夢
8
門
δ
。
。
よ
り
ほ

む
し
ろ
事
實
の
關
明
に
努
め
て
み
ろ
。
こ
れ
に
績
い
て
第
＋
七
章
に

ご
。
巴
氏
の
「
一
〇
六
六
i
…
四
域
五
年
迄
の
ウ
エ
ー
ル
ズ
」
が
あ
り
、

第
十
八
章
9
需
欝
氏
の
「
一
三
一
五
年
迄
の
愛
齢
」
、
第
ナ
九
章
口
、
臼
蔓
氏

の
コ
、
三
二
五
年
迄
の
ス
コ
ソ
ト
ラ
ン
ド
」
、
第
二
＋
牽
≧
〔
§
ぎ
氏
の

「
西
班
牙
、
一
二
五
ご
…
一
四
一
〇
」
、
第
二
十
一
章
ン
奪
。
。
尊
氏
の
「
露
西

戴
、
一
〇
一
五
，
⊥
四
六
一
こ
と
並
ん
で
み
る
。
以
下
に
特
蘇
項
醤
に
移

第
十
入
巷
　
錦
四
號
　
　
七
闘
二
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紹

介

り
、
先
づ
男
。
笹
氏
の
「
申
世
に
於
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
し
あ
り
、
善
い
て

鑓
。
目
ぎ
’
ぎ
敏
授
の
「
絶
世
の
窮
分
」
、
目
、
9
隠
『
蓄
蔵
の
「
農
民
塗
活
と
農

村
談
態
し
、
8
難
建
氏
の
「
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
あ
り
、
最
後
に
に

d
ゴ
創
α
「
一
一
一
一
一
氏
の
　
「
中
惜
一
紳
豊
田
山
義
」
　
の
一
出
堪
が
あ
る
、
　
こ
の
・
甲
。
ハ
フ
ー

女
吏
の
も
の
に
多
く
の
人
々
の
興
味
た
引
く
も
の
で
あ
ら
う
が
、
女
史
に

「
中
世
祉
曾
経
濟
史
研
究
者
に
し
て
概
括
に
の
み
耽
ろ
者
に
、
自
ら
が
後

に
再
論
㎝
む
べ
寄
㌫
階
穽
ん
㌦
糧
…
・
り
つ
㌔
あ
ろ
の
で
あ
る
Q
農
業
巾
～
穫
こ
の
照
葬
罪

の
深
い
も
の
に
な
い
。
」
と
蓮
べ
、
申
世
の
法
制
更
吏
料
の
み
な
ら
す
丈
學

的
史
料
羅
も
使
用
し
て
、
識
會
的
存
在
と
し
て
の
農
畏
の
婁
継
坐
々
と
描

寄
＼
法
剃
史
家
の
農
畏
観
に
認
識
不
足
に
し
て
補
正
の
必
要
あ
り
と
撰
べ

て
み
る
O
（
O
「
・
ワ
“
餐
）

　
以
上
ほ
本
巻
の
内
容
で
あ
る
が
、
各
軍
監
に
研
々
聯
絡
た
鋏
い
て
る
ろ

纂
に
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
に
や
む
な
得
な
い
事
で
あ
ら
う
。
本
巻
に
於

て
も
ω
ρ
Ω
診
豊
器
。
h
o
。
凶
①
秦
に
關
し
て
9
σ
q
槻
。
馨
（
℃
・
O
．
↓
）
諸
。
萄
け

（
ワ
b
3
醤
）
d
鼠
①
量
目
（
℃
．
。
，
8
）
は
そ
れ
ぐ
異
見
庵
冠
し
、
フ
ラ
ン
ス

に
於
け
ろ
課
税
問
題
に
驕
し
て
も
H
9
韓
9
δ
（
ワ
認
魅
）
と
Q
）
・
白
。
（
㍗

。。

O
）
と
の
観
ぱ
全
然
一
致
ぱ
し
て
み
な
い
し
、
又
エ
ド
y
ー
ド
ニ
糠
殺
害

問
題
に
聡
し
て
も
》
同
9
甦
・
三
。
（
マ
幽
。
。
ρ
と
竃
§
囮
旨
σ
q
（
娼
・
窃
⑰
）
と
に
意

見
な
異
に
し
て
み
る
事
等
が
｝
長
O
「
幽
O
§
H
欝
F
男
O
く
．
の
評
者
に
よ
つ
て

指
摘
さ
れ
て
る
る
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
編
韓
者
為
工
め
る
よ
り
ぽ
、
編
輯

者
が
各
著
者
の
意
見
か
奪
渡
し
無
理
な
統
一
た
計
ら
な
か
つ
公
事
に
敬
怠

を
麦
す
，
へ
き
で
あ
ら
づ
。

　
巻
末
百
五
十
頁
に
わ
凱
る
ビ
プ
サ
ナ
グ
ラ
フ
イ
；
ば
相
愛
ら
す
完
壁
に

第
十
入
巻
　
第
四
號
　
　
七
四
二

　
近
い
も
の
で
あ
る
。
外
誌
の
書
評
に
に
若
干
書
籍
の
遽
漏
た
あ
げ
て
み
る

　
が
、
多
く
餐
め
る
程
の
も
の
で
に
な
い
。
他
に
精
細
な
ろ
索
引
と
瑚
に
十

摯
　
一
葉
の
地
曳
が
附
い
て
み
る
。

　
　
我
々
に
今
こ
の
第
七
巻
の
公
刊
堀
喜
ぶ
と
共
に
、
こ
の
大
事
業
が
錦
八

　
巻
0
3
三
財
。
〔
二
】
o
／
＜
o
ω
〔
o
箋
H
（
ぎ
σ
q
＆
影
為
以
て
完
逸
す
る
日
な
待
墓

　
す
ろ
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
ρ
＝
ゴ
三
三
σ
q
o
霧
3
0
q
一
再
δ
訪
一
曙
男
審
皿
。
。
．
H
8
塒
の
嶺
×
〆
く
同
H
H
十
ざ

　
　
認
麗
α
Q
o
幹
Q
9
。
8
0
陰
「
）

鯉
西
洋
中
世
愛
史
言
及
三
三
　
第
一
號
。
第
二
號

東
京
商
科
大
墨
内
「
西
洋
中
世
実
史
料
及
考
詮
」
の
會
編

「
思
ふ
に
更
料
の
正
解
な
く
し
て
歴
吏
長
子
遡
行
ふ
こ
と
に
、
不
可
能
な

り
、
こ
の
こ
と
逸
り
西
洋
中
世
史
に
資
し
て
例
外
糞
ろ
べ
か
ら
す
、
し
か

る
に
西
洋
中
世
に
上
す
る
本
邦
研
學
の
現
歌
こ
の
黙
や
」
忽
に
せ
ら
れ
た

ス
～
ド
ト
似
叡
ム
リ
、
　
、
わ
れ
・
り
酌
診
鰍
堕
の
ノ
初
咄
旧
に
｛
仕
ろ
ユ
も
の
一
、
　
先
．
つ
、
、
の
〆
黙
に
げ
田
心
た

致
し
轟
々
就
々
と
し
矢
個
々
吏
料
の
面
面
に
從
に
ん
と
す
る
な
り
。
」
と
嚢

張
り
僻
に
あ
る
如
く
、
藤
洋
更
、
特
に
中
世
史
に
關
ゴ
ろ
更
料
の
正
解
な

蛮
的
と
し
て
な
り
、
更
に
蓮
ん
で
に
嚴
密
な
ろ
吏
料
批
剣
に
よ
っ
て
西
洋

史
の
理
解
矩
深
め
ん
と
す
る
意
企
な
も
持
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
第
一
、
銘
二
爾
號
の
内
容
た
見
る
に
、
第
一
鷺
に
於
て
に
、
上
陳
專
藤

氏
ば
U
費
聾
勢
建
設
二
〇
洋
一
彰
（
バ
ユ
フ
ル
族
法
典
）
の
序
言
た
醗
謬
さ
れ
㍉

櫓
隅
醐
郷
氏
ほ
中
世
濁
魎
莫
繭
の
癒
商
に
關
す
る
最
も
初
期
の
文
献
と
し

て
ハ
ン
ザ
研
究
に
湿
て
重
要
親
さ
れ
る
d
。
け
色
霧
。
O
伍
P
謬
．
ぎ
帥
乙
膨
｝
・
望
マ
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㈹
①
、
・
。
・
．
芭
・
、
ぴ
9
、
ロ
9
二
即
た
餐
邦
諜
さ
れ
て
る
る
。
共
に
第
二
號
に
於
て

に
、
上
原
專
緑
氏
の
O
箆
豆
州
三
9
創
o
O
鶉
蕊
副
U
署
。
理
ω
冨
第
四
條
の
課
及
び

志
士
と
、
．
門
焉
淳
氏
の
有
名
な
b
d
。
曾
の
、
、
簗
馨
｝
両
8
募
冨
星
彩
…

…
．
、
第
一
巻
第
一
章
の
一
部
分
の
謬
が
入
れ
ら
れ
て
み
ろ
。
術
し
て
爾
號

な
麺
じ
て
玉
麗
重
男
氏
に
冒
一
葦
⑦
…
雰
霞
o
H
o
㈹
陣
器
轡
9
9
p
の
H
乱
民

b
ぢ
H
峯
ぴ
。
斤
一
ρ
三
田
鷲
。
冠
卿
。
㈹
養
℃
ゴ
。
浮
島
9
Ω
肖
。
”
δ
讐
考
ぎ
葺
ヨ
所
思
の

署
者
を
順
次
世
紀
瑚
に
分
け
、
同
世
紀
の
身
繕
之
存
ア
ル
フ
ァ
ベ
ソ
下
順

に
並
べ
、
そ
の
各
々
に
略
傳
な
禍
け
て
為
ら
れ
ろ
。
こ
れ
と
⇔
。
鏑
の
鐸
’

と
ほ
未
完
成
で
あ
る
。
課
ほ
い
つ
れ
も
原
話
た
揚
げ
封
謬
に
な
っ
て
み
る
Q

　
以
上
の
如
音
主
旨
．
，
内
黍
を
持
つ
こ
の
新
し
き
試
み
に
充
分
意
義
か
持

っ
て
る
ろ
。
け
だ
し
本
郵
西
洋
吏
研
究
に
於
て
は
磁
料
の
入
手
、
利
用
に

つ
い
て
に
多
く
の
不
便
が
あ
ろ
．
』
ぜ
よ
研
究
者
と
し
て
常
に
根
本
史
料
利

用
へ
の
努
力
、
及
び
山
～
料
批
剣
の
訓
月
頭
た
な
さ
y
ろ
か
零
・
り
本
邦
鼎
四
洋
史

研
究
に
西
緻
諸
顯
の
研
究
に
追
從
す
る
他
な
く
、
山
猫
自
の
立
場
た
立
て

得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
爾
號
に
於
て
に
未
だ
断
片
的
史
料
が
多
き
う
ら
み

は
あ
る
が
そ
の
志
す
勝
ほ
極
め
て
貴
い
も
の
が
み
る
。
今
後
こ
の
試
み
を

綾
行
さ
れ
ん
纂
な
望
ん
で
や
ま
な
い
。
術
爾
號
共
ミ
ス
プ
リ
ン
下
か
懸
念

さ
れ
蔵
垣
め
か
滋
養
刷
に
な
っ
て
ゐ
う
が
、
こ
れ
ぼ
や
ば
り
印
醗
に
附
さ

れ
六
方
が
よ
り
よ
き
様
に
思
ほ
れ
る
。
（
東
京
商
科
大
蒜
内
「
西
洋
中
逸
史

史
料
及
考
謹
」
の
時
津
行
、
非
費
品
×
以
上
望
見
）

　　⑭
　　法
　　隆
　　寺

　　法
　　起
　　寺
　　の
　　法
　　輪
　　寺
　　建
　　立

會年
津代
　　の
八　研

一究

紹

介

　
東
洋
交
癒
論
叢
の
第
十
七
編
と
し
て
今
圖
公
に
さ
れ
ぬ
こ
の
書
ほ
四
六

倍
版
、
索
工
臨
二
七
・
七
頁
、
圖
版
｝
山
ハ
○
、
雇
傭
隔
年
撫
晒
索
引
隼
7
四
〇
頁
、
上

下
目
零
よ
り
成
る
洵
に
堂
々
罵
る
大
著
で
あ
ろ
。
明
治
二
十
一
二
年
以
※

今
日
ま
で
法
隆
寺
の
問
題
に
就
い
て
公
に
さ
れ
ぬ
論
著
既
に
蕎
五
十
編
、
．

今
そ
の
後
か
受
け
て
こ
の
大
燈
か
手
に
す
る
と
き
、
人
に
ま
つ
そ
れ
が
學

界
牛
世
紀
の
懸
案
に
封
し
最
後
の
臨
案
を
下
さ
ん
と
擬
す
る
も
の
な
る
た

思
ひ
、
何
よ
り
も
先
に
そ
の
結
論
が
再
建
非
再
建
の
敦
れ
に
あ
る
か
存
聞

か
ん
と
欲
す
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
既
に
諮
先
輩
の
努
力
に
よ
っ
て

あ
ろ
限
り
の
交
献
ほ
渉
臥
し
つ
く
さ
れ
、
現
准
建
築
に
就
い
て
の
調
資
に

詐
さ
れ
ろ
限
り
凝
し
果
さ
れ
六
軸
受
、
問
題
ほ
寧
ろ
…
に
そ
れ
ら
の
資
料

嬉
如
何
に
解
了
し
如
何
に
批
刎
す
る
か
、
、
そ
の
態
度
、
そ
の
方
法
に
懸
っ

て
み
ろ
。
そ
の
黙
に
就
い
て
人
の
直
に
想
起
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
問
題

に
全
て
特
に
困
難
で
あ
り
、
且
つ
そ
れ
故
に
豪
六
一
般
の
雷
門
興
昧
な
も

引
い
六
、
丈
献
的
讃
嫁
と
様
式
論
的
見
解
と
の
矛
盾
衝
突
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
就
い
て
ぱ
著
者
丘
上
氏
は
「
交
獣
ぽ
實
物
の
動
乱
で
あ
り
、
賓
物
に

丈
献
の
劇
物
で
あ
る
、
…
－
更
實
ぼ
一
つ
で
あ
ろ
か
ら
、
雌
の
二
つ
は
必

ず
一
致
す
べ
寄
・
も
の
だ
」
と
の
確
信
に
立
ち
、
且
つ
「
榊
一
系
の
貴
さ
は
部
分

々
々
の
暴
實
と
必
ず
霜
倹
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
故
に
鱒
系
の
爲
に

個
々
の
資
料
の
告
ぐ
う
と
こ
ろ
た
無
尿
す
べ
斗
・
で
は
な
い
と
て
ま
つ
問
題

と
な
る
と
こ
ろ
の
丈
競
の
一
軸
精
密
な
る
吟
昧
か
ら
そ
の
論
な
田
聚
さ
ゼ

る
。
わ
れ
く
は
…
癒
著
者
の
立
論
の
順
序
に
從
っ
て
簡
輩
に
そ
の
跡
な

六
ど
つ
て
み
よ
う
。
今
旦
書
ほ
表
題
の
示
す
や
う
に
法
趨
法
輪
法
隆
三
券
に

就
い
て
三
編
夫
々
剃
欄
の
論
文
為
牧
め
て
み
ろ
の
で
あ
る
が
、
今
問
題
の
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